
挨拶・礼儀作法の基本的マナーが身につく メガロス
「新キツズスクール」全店で展開

野村不動産ライフ&スポーツ株式会社

公益社団法人マナーキッズプロジェクトや東京学芸大学と連携

スポーツクラブ「メガロス」を展開し、今年設立30周年を迎えた野村不動産ライフ&スポー

ツ株式会社 (本社 :東京都中野区/代表取締役社長 :小林 利彦/以下「メガロス」)は、公益

社団法人マナーキッズブロジェク ト (本社 :東京都杉並区/理事長 : 田中 日出男/以下「マ
ナーキッズブロジェク ト」)とのパー トナーシップ締結や、国立大学法人東京学芸大学 (所在

地 :東京都小金井市/学長 :出 口 利定/以下「東京学芸大学」)、 NPO法人東京学芸大こども

未来研究所 (所在地 :東京都小金丼市/理事長 :大谷 忠/以下「東京学芸大こども未来研究
所」)との共同研究を参考にした新たな指導法の導入を受け、10月 1日より、スイミング・テ

ニス・体育スクールなどを運営する「新キッズスクール」を展開いたします。
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昨今、共働き世帯の増加や地域社会との関係の希薄化により、家庭や地域社会における教育

力が低下していると指摘されています。そこで、この度メガロスではマナーキッズフロジェク

トとパー トナーシップ契約を締結することで、挨拶や礼儀作法など基本的マナーの習得による

「徳育」の向上をスクールの基本方針の中に取り入れました。

メガロスの新キッズスクールでは、「できるを増やす。夢中になれる。」をテーマに掲げな

がら、運動能力、体力の向上だけではなく、 ドイツ発祥の「コーデイネーショントレーニン
グ」を取り入れることで、遊びの要素を組み込み、脳を刺激し運動的知性を育む「知育」によ

つて子どもの知能や知力を伸ばします。また、東京学芸大学、東京学芸大こども未来研究所と

共同研究で導き出した、子どものやる気やモチベーションを巧みに引き出せる指導を展開し、

「体・徳・知」の三拍子を兼ね揃えた、バランス良い子どもの育成を目指してまいります。

メガロスでは今後も、豊かな人間性を備えた子どもの育成や、一生涯にわたる美しく強いラ

イフスタイルづくりを目標に掲げ、子どもたちに様々な場で運動機会を提供することで実現し

てまいります。

◆「新キツズスクール」I=関するコメント

・公益社団法人マナーキッズプロジェクト理事長 田中 日出男氏

マナーキッズプロジェクトでは、「日本の伝統的方Jミ美しい姿勢・挨拶」「腰骨を立てる」「マ

ナーキッズ体幹遊び」「マナーキッズ調べ」の4つを体験できます。

体幹の身についた子供は、美しい姿勢になり、運動能力が高まり、学力も向上します。メガロ~~~Tス ~市
議 三π」に通い、体幹を鍛えて下さい。



●スボーツと礼儀で子供は変わる。
接しています。

ITCテニススクールは「公益社日法人 マナーキッズプロジェク ト」を応

由 L

公益社団法人マナーキッズブロジェクト(              )で は、 子供達にスポーッを通じて挨拶、礼儀作法の基本的マナーを習得する、 文武両遭で世界(‐適用する背脅ぁる人材育成を目指してしヽます。

ICは、 この公益社団法人マナーキッズフロジェクトの兵庫支部として教育委員会や地域の幼確国 .小学校と協議
―
をおこない、 髄 的に実施しています。

Child Tennis

テニスだけができる子供でい場ヽのか?

私達は、技術をあげる指導に自信があります。

ただ、お子様の指導が技術のみでいしヽのでしょうかつ

テニスを通して心を育てる。ネL儀を身|こつける。

マナーキッズをとりいれ

人間的な成長をお手伝しヽします。

暮ぶ 「慧じまりと終わりのあいさつを大きな声で
することで、けじめをつけるようになって
きたと思います」
―るもヽくんのお母さまより

「

'ま

じめてφ習ぃ事ですが、楽しみながら
やつてると思もヽますc知らなしヽ間にできる
技も増えて、できなしヽこと!ま悔しそぅにして
しヽます」
―りこちゃんのお母さまより
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